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　参加型事業の拡充や学校の遠足や修学旅行での活用の営業、とりわけ市内小学校の来館率を

アップさせることでの集客 旅行代理店への働きかけや みなとみらい周遊客への呼び込み 近隣

３、前項を達成すべき取組概要

（１）帆船日本丸及び横浜みなと博物館来館者数・・・１６万人 

１、指定期間の目標

（１）帆船日本丸及び横浜みなと博物館来館者数・・・２０万人 

（２）日本丸メモリアルパーク来場者数・・・１００万人

（３）２１年度の指定管理料（３億円）・・・１０％節減

２、指定期間の目標達成に向けての当該年度の目標

（１）帆船日本丸及び横浜みなと博物館来館者数・・・１６万人 

（２）日本丸メモリアルパーク来場者数・・・９４万人

（３）２１年度の指定管理料（３億円）・・・３％節減

‐2‐

アップさせることでの集客、旅行代理店への働きかけや、みなとみらい周遊客への呼び込み、近隣

区を対象にした区民デー開催などにより、来館者１万人増を目指します。

　アリーナにおける各種イベント（吹奏楽演奏会、フリーマーケット、GW・夏休み・クリスマス・正月・

周年記念のイベント）の拡充に加え、屋外イベントの誘致、周辺施設とのタイアップ事業や連携を

通じて賑わいの創出を図ります。また、パークの清掃・整備につとめ市民が安心して憩い、くつろ

げる空間を提供します。

　LED推進による光熱水費、複数年契約導入による契約コスト、給与制度の見直しによりコスト

削減を図るとともに、徹底した事務費等経費の節減を実行し、他団体への協賛金等の見直しに

着手するなどして、指定管理料を３％縮減します。

（２）日本丸メモリアルパーク来場者数・・・９４万人

（３）２１年度の指定管理料（３億円）・・・３％節減
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４、 管理執行体制

（１）職員配置体制表

　　　指定管理者の業務となる　「日本丸メモリアルパーク施設」(以下 ｢施設」 という。）の管理運

　 営については、次の職員配置体制で業務を執行するものとします。

　　①組織図

②職員配置

総務部長
副 会 長

指導課長

管理係長

常務理事
博物館館長

常務理事
指導部長

帆船日本丸船長

業務推進課長

営業企画課長

庶務係長

学芸係長

営業係長

総務課長

学芸課長

会   　長
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　　②職員配置

　庶務、経理、人事、給与、 　アルバイト３名配置

　売店運営 　売店運営

　常設展示事業、特別展示事業、 　アルバイト6名配置

　教育普及事業、調査・研究・ 　資料室運営等

　収集・出版活動事業、

　ライブラリー（資料閲覧室）事業

　来館者受付、施設利用許可、 　アルバイト９名配置

　訓練センター（研修施設）貸出、

　シーカヤック教室運営、

　学校市場調査、金銭取扱

管理係 　施設維持管理

　アルバイト１名配置

　保存事業、公開事業、青少年

　錬成事業、教育普及事業

計 ※他に総務部長１名

　（役員・兼務を含まず）

１１名

４名
業務推進課

分担業務

 帆船日本丸

２６名

営業企画業務

　管理運営業務
指導課

３名
　イベント、広報、企画、営業、
　特別展示事業、教育普及事業

学芸課

一般管理業務

横浜みなと博物館

管理運営業務

営業企画課

総務課

所  管業務内容

一般管理業務 庶務係

所属員 備 考

４名

１名

 学芸係

営業係

３名
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（２）責任体制

　　　指定管理業務については、次の責任体制で効率的な業務執行を図ります。

　　 　庶務、経理、人事、給与、売店運営

　横浜みなと博物館事業

　　常設展示事業

　　特別展示事業

　　教育普及事業

　　調査・研究・収集・出版活動事業

　　ライブラリー（資料閲覧室）事業

　イベント、広報、企画、営業、特別展示事業、教育普及事業

　帆船日本丸事業

  保存事業、公開事業、青少年錬成事業、教育普及事業

（３）防犯・防災対策

　　　施設利用者の安全及び財産保全を第一に、昼夜防犯・防災及び事故防止に努め、不測事態が発生

した場合は 「緊急連絡体制」により 管理運営責任者の指示のもと最善の対応を実施します

営業企画課

指　定　管　理　業　務

学芸課長

総務課

業務責任者箇　所　名

　来館者受付、施設利用許可、訓練センター（研修施設）貸出、
　シーカヤック教室運営、金銭取扱、学校市場営業、施設維持管理

総務課長

学芸課

業務推進課 業務推進課長

営業企画課長

指　導　課 指導課長
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　　した場合は、「緊急連絡体制」により、管理運営責任者の指示のもと最善の対応を実施します。

　　　防犯・防災・事故防止等の対策として、昼夜委託警備体制で施設の巡回及び定位置警備を行うこと

　　により、利用者の安全を確保し、施設内では火気・施錠等の管理徹底を図り、退所時は「防火等管理簿」

　　の各項目の確認処理を行い、事故防止を実行しています。

（４）事故・災害発生時対応

　 　　施設内で発生した事故・災害等の緊急対応については、「緊急連絡体制 （Ｐ５参照）」により即応

　  します。指定管理業務の遂行にあたっては、横浜市港湾局関係部署と常に連携を図り、緊急対応や

　　安全確保に努めます。

　

　　①施設内の巡回警備・施設点検について

　　　　管理運営は第一に「安全管理」である事を認識し、事故防止に万全を期すため施設内を警備員

　 　が定期的に巡回警備を行い、また、随時に職員が施設設備の巡回点検を実施することにより早期

　  発見に努め、施設利用者の安全確保を図ります。

　　②夜間及び休館日の事故・災害等の対応について

　　　　帆船日本丸及び横浜みなと博物館に、各１名警備員を常駐させ早期対応体制を構築し、「緊急

　　連絡体制」により迅速に対応します。
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（５）緊急連絡体制表

　２２１－０４７２

西消防署戸部警察署

総務課長

会　　　　長

　２２３－２０９１

業務推進課長

ＪＴＢ法人東京

常務理事・船長

　２１２－０１１０

　６７１－２８８８

港  湾  局

　３２４－０１１０ 　３１３－０１１９

夜間警備室中央監視室

　２２１－０４７１ ２２１－０２７６

日本丸防災センター

０３－５９０９－８４４０

　賑わい振興課

横浜水上警察署みなとみらい交番

営業企画課長

副会長・常務理事
総務部長

指導課長 学芸課長
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業務推進課長 営業 画課長指導課長

※総務課長不在のときには総務部長が、総務部長不在のときには庶務係長が確実に連絡することと
　します。

学芸課長

‐5‐



５、 指定管理業務計画

（１）年間事業計画表

　 　　管理運営に関する基本協定書に基づき、業務を執行するとともに、役職者業務調整会議を定例的に

　　開催し、その内容（決定事項等の詳細）を職員に徹底し、また、市民に広報活動を通じて情報を公開し、

　　年間目標を達成するため、着実に業務を遂行します。

　　１．帆船日本丸事業

公開（月曜日等休館）

　　２．横浜みなと博物館事業

３ 日本丸メモリアルパ ク事業

1

－○

検査工事

保存事業

54

○○ ○ ○○

○○

3

満船飾 　　( 計１４回 ）

調査・研究・収集・出版活動事業

1096

○○

－

○○

○

○

127

○

8 11

－公開事業 総帆展帆　（ 計１２回 ） ○○ ○ －

○○○ ○

－

検査工事

○ ○ ○－

教育普及事業

青少年錬成事業（海洋教室の実施）

教育普及事業
検査工事

特別展示事業

常設展示事業

ライブラリー（資料閲覧室）事業

2

○
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　　３．日本丸メモリアルパーク事業

　　４．その他

　　①運営業務に関する計画表

各施設の公開時間

　帆船日本丸は検査工

　事のため、休館日に

　変更あり

　横浜みなと博物館は、

　燻蒸のため、休館日

　に変更あり

　訓練センター（研修施設）    １２月２９日～１２月３１日　午前９時から午後１０時まで

　月曜日（祝日にあたる時は翌日
　但し、５月２日、１月２日は開館）
　１２月２９日～１２月３１日
　２月１日～２月２８日

摘　要

　午前１０時から午後５時まで

日本丸メモリアルパーク（緑地等）の維持管理・活用

自主事業

休 館 日

訓練センター（研修施設）の管理運営

　緑地 　２４時間（終日）

開館時間

　月曜日（祝日にあたる時は翌日
　但し、５月２日、１月２日は開館）
　１２月２９日～１２月３１日
　１月３１日～２月３日

集客・プロモーション事業

　横浜みなと博物館 　午前１０時から午後５時まで

施設名

　帆船日本丸
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    ②管理業務に関する計画表

　帆船日本丸　 　船長及び一等航海士 通年

　学芸員、司書、電気主任技術者

　 日本丸メモリアルパーク（緑地） ＊警備員による通常警備（監視業務・巡回 通年又は随時

　帆船日本丸 　　警備等）、特別警備（左記のうち必要な

　横浜みなと博物館 　　箇所）、交通誘導（日本丸メモリアル

　訓練センター（研修施設） 　　パークの緑地）

　タワー棟 ＊防火管理者　緊急対応 随時

　屋外トイレ ＊職員による巡回点検 随時

　中央監視設備 　横浜市が認定した有資格業者に管理 ◎電気・機械設備等

　電気設備 　委託 　保守点検月１回

　空気調和設備 日常巡視点検 　及び年１回実施

　給排水衛生設備 定期点検整備 ◎消防・特別高圧

　昇降機設備 法定点検整備 　変電設備等法定検

　消防関係設備 　査　年１回実施

　 　横浜市からの要請による関係官公庁 年１回（約１ヶ月）

　等と連絡対応 　＊横浜市が経費負担

　建築物等、帆船日本丸、電気 　指定管理施設等の修繕が不可能な場合は横浜市と協議

　・機械設備等、昇降機設備 　

運転・作業日誌 日常巡視点検記録 定期点検・測定記録 業務連絡簿は３年間保存

回　数 等箇 所　・　業　務 名

　有資格者の配置

　設備維持管理

　帆船日本丸
船体検査・整備

　安全管理

　横浜みなと博物館

種　　別

　小破修繕

内 　　容

　サービス介助士
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　運転・作業日誌、日常巡視点検記録、定期点検・測定記録、業務連絡簿は３年間保存

　事故障害記録、補修・改良工事記録は５年間保存

　設備機器・工具計測台帳、設備図書は永年保存

　日本丸メモリアルパーク全体

　日本丸メモリアルパーク（緑地）

 　③提案事業に関する計画表

「海と山と丘の公園交流
事業」への取組み

子どもとシニア向けに個々のオリジナル体験プログラムを開催。JTBとの連携事業

サンデー・ペーパー
クラフト教室

横浜みなとキッズクラブ 海・船・港に親しむ児童対象の体験型学習講座を新設。

植栽管理

　設備関係の測定
及び記録

帆船日本丸ミニ展帆

派遣・
受入れ
２～３回

２０回程度

当パークと神奈川県立相模原公園、国営アルプスあづみの公園（長野
県）それぞれの特色を生かして、地域を越えた自然交流や子どもたち
の体験教室等を実施。

清掃

リピーター拡大策として、ファミリーを対象にしたペーパークラフト教室
を実施。教育活動ボランティアによる事業のひとつ。

内　　　容事　業　名

帆船を身近に感じていただくため、親子対象の参加型小規模展帆を実施。

実施回数等

７回程度

６回程度
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　　④外部委託予定表

　　　原則として次の業務を指名競争入札により委託します。

　電灯・動力、受電、自家発電、直流電源、通信・情報、外灯、 平成２３年３月及び随時

　防犯、配電、消防設備

　給排水衛生、空調、昇降機、監視制御装置、防災、自動ドアー 平成２３年３月及び随時

　

　日本丸メモリアルパーク(緑地・屋外トイレ）、帆船日本丸、横浜 平成２３年３月及び随時

　みなと博物館、訓練センター（研修施設）、タワー棟

　日本丸メモリアルパーク(緑地）、帆船日本丸、横浜みなと博物 平成２３年３月及び随時

　館、訓練センター（研修施設）、タワー棟、屋外トイレ

　植栽業務 　日本丸メモリアルパーク 平成２３年３月及び随時

　　⑤要望対応方針・事務フロー

　　　施設利用者の要望収集は、窓口等の直接的な要望とアンケート等の要望の２つに分けられます。

　

　　　ア）窓口等の直接的な要望

担当者が即時対応し、完了後、総務課長に報告します。

　　　イ）アンケート等の要望

・毎日の施設利用者としての「利用者アンケート」の意見や要望内容を集約し、毎日の朝礼で確認し、

　清掃業務

　機械設備

　電気設備

発注時期名 　称種　　別

　警備業務
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　通常業務へ反映させ、具体的に実施します。

・日本丸及びみなと博物館の全体的なアンケート調査を年１回実施し、管理者調整会議や職員ミーティング

　などで内容を分析し、必要な事項は今後の業務へ反映し、具体化します。

　　　また、必要に応じて横浜市の関係機関と協議を行います。

　　事務フロー

要望 軽微な要望

　必要に応じ
　　て回答 アンケートなどの要望

協議調整

　　⑥研修計画表

　窓口・電話応対 　年１回　・　５月

　年１回　・　５月

　重要性と管理方法 　年１回　・　１０月

　人権意識の醸成・事例研究 　年１回　・　１０月

　情報伝達・避難誘導・消火器操作・放水 　年２回　・　９月、１月

　マナー研修

　個人情報保護研修

　防災訓練

人権啓発研修

実施回数・時期

要望者

横浜市

研修内容

帆船日本丸記念
財団・ＪＴＢ法人

東京共同事業体
即時対応

業務研修 　公益法人移行に伴う共通理解・実践

備　考研修項目
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６、 指定管理業務に係る当該年度の収支予算書

（１）収　入

　（単位：千円）

　指定管理料

観覧料収入、研修施設使用料収入

緑地使用料収入、海洋教室等収入、共益費収入

シーカヤック事業収入、新企画イベント収入

利用料金関連収入、自販機手数料収入、共益費収入、雑収入

　その他の収入 助成・協賛金収入、基本財産運用収入等

　収入合計

（２）支　出

　（単位：千円）

帆船日本丸事業費支出、横浜みなと博物館事業費支出、

緑地事業費支出

46,784

408,969

予算額

362,942

290,752

52,605

18,828

科　　　目 予算額

　指定管理施設
　運営事業費支出

　提案事業収入

科　　　目

備　　　考

　利用料金収入

備　　　考
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緑地事業費支出

シーカヤック事業費支出、自主事業管理費支出

　

　支出合計

　当期収支差額

36,378

5,399

408,969

0

　提案事業費支出

　指定管理者
　管理費支出

基本財産繰入支出
　投資活動支出 4,250

退職給与引当資産取得支出
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７、 年間の自主事業の事業計画表及び収支予算書

（１）事業計画表

ア）ミュージアムショップの運営

　来館者の記念になるような帆船日本丸や帆船関係、横浜港に関連する記念グッズを

取り揃えるとともに、魅力ある商品の開発と店内レイアウトを工夫して売上げ増を図ります。

イ）駐車場の管理・運営

　新港地区への来街者のため、１１－２街区の土地を横浜市から賃借し、本年６月上旬まで　

駐車場として管理・運営します。

（２）収支予算書

ア）収入 　（単位：千円）

12,570

財団施設管理積立

駐車場管理事業
収入

科　　　目

記念品販売収入

予算額

5,832

18,000

備　　　考

基本財産運用収入
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　収入合計

イ）支出 　（単位：千円）

　

　支出合計

　当期収支差額

40,622

0

駐車場管理事業費
支出

財団施設管理積立
資産取崩収入

4,220

40,622

予算額

17,249

11,000

12,373

備　　　考

施設管理費支出

記念品制作費支出

科　　　目
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